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１．はじめに
⑴　パプアニューギニア（PNG）の教育改革
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Project of Improving the Quality of Mathematics and 

































り入れられる可能性がある．全国に TTC は 12 校あり，
今後全国 22 県に 1 校ずつ開校することが目指されて
いる．OBC から SBC へのカリキュラム改革が行われ
る中，教育省職員だけでなく TTC 教員に対する SBC
の浸透も意図されたことから，鳴門教育大学で実施
された国別研修に，教員養成校の算数教育の教員で
ある Ula Waugla Mogia（本論の著者の 1 名）が 2014
年～ 2015 年にかけて計 3 回参加している．Mogia は，
























であり，その成果について明らかになっていなかったことも大きな課題として指摘されている（Department of Education， 2013a）．
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ループ数は，48 グループ（各グループに 4 名の学生
































































ション “Lesson Note”（高橋昭彦　他 5 名，2012）が
開発され，日本数学教育学会における創成型課題研究






























　PNG の 教 員 養 成 校 で あ る Holly Tiny Teachers 





































































1 2 3 4 5
図 1　算数授業観察力に関する各項目の 5段階評定
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Q11 ～ Q14 の合計得点を算数科のリフレクションに
関する得点とする．算数科の授業過程・算数科の授業
の手立て・算数科のリフレクションという 3 つの観点
に関する PNG の教員養成校の学生（154 名）と日本
の現職小学校教員（166 名）の平均得点及び標準偏差
を表 1 に示す．
　3 つの観点に関する PNG の教員養成校の学生と日
本の現職小学校教員の平均得点の差についての検定を
行うにあたり，分散の等質性を調べるために F 検定
を行った．3 つの観点に関する F 値を表 2 に示す．
　自由度は，df1 ＝ 153，df2 ＝ 165である．有意水準5％
における F（100，160）の臨界値は 1.42 であり，3 つ
の観点全てに関して有意な差はない．つまり，3 つの
観点の全てにおいて，分散は等質であると考えられる．
そこで，3 つの観点に関する PNG の教員養成校の学
生と日本の現職小学校教員の平均得点について t 検定
を行った．3 つの観点に関する t 値を表 3 に示す．























PNG 22.870 16.019 14.636
日本 23.921 15.687 13.319
標準偏差
PNG 3.606 2.581 3.414
日本 3.807 2.9877 3.170
表 1　3つの観点に関する PNGと日本の平均得点及び標準偏差
授業過程 手立て リフレクション
F 値 0.897 0.747 1.160
表 2　3つの観点に関する F値
授業過程 手立て リフレクション


























を行った．各質問項目に関する F 値を表 5 に示す．
　自由度は df1 ＝ 153，df2 ＝ 165 である．有意水準 5％










問項目に関する t 値を表 6 に示す．























Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10
M
PNG 3.62 3.89 3.50 3.55 3.91 4.40 3.75 4.34 4.16 3.78
日本 4.07 4.08 3.93 3.89 4.01 3.93 3.93 3.81 3.92 4.02
SD
PNG 1.07 0.96 1.07 1.11 0.96 0.87 1.13 0.91 0.88 0.98
日本 0.82 0.75 0.83 0.81 0.82 0.73 0.85 0.85 0.85 0.85
表 4　各質問項目の PNGと日本の平均得点及び標準偏差
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10
F 値 1.71 1.64 1.67 1.88 1.38 1.41 1.78 1.16 1.06 1.34
表 5　各質問項目に関する F値
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10
t 値 4.23 2.00 4.00 3.10 1.03 5.25 1.66 5.39 2.41 2.39
表 6　各質問項目に関する t値
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協力いただいた Holly Tiny Teachers College の校長
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